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トーマス・オルドラティEWC 初優勝獲得、
ジョニー・オーベールも Day2 優勝と完全復活。
日本から参戦した小池田猛も初参戦ながらオンタイムで完走

雨に濡れた滑りやすいグラストラック、そして泥が参加選手を苦しめた世
界選手権エンデューロ（EWC）第5戦スロバキアグランプリ。トップライ
ダーでさえ音を上げるコンディションのなか、Day1で3位、Day2で
E2クラス優勝と活躍したのがKTMファクトリーチームでは若手となる
トーマス・オルドラティ。また、E1クラスでもジョニー・オーベールが同
様にDay1に2位、Day2で優勝という活躍を見せた。また、日本から
世界選手権に初参戦した小池田猛もハードなコンディションを走りきって
オンタイムで完走。日本のエンデューロレベルの高さを見せつけた。

E2クラス
「トーマスはまだ若いのにプレッシャーを感じている様子はなく、今週末は
じつにいい走りをしていた」と、KTMファクトリーチームを運営するファビ
オ・ファリオリも手放しで賞賛。それくらいスロバキアグランプリのコンディ
ションは最悪だった。
　まさに泥だらけという表現が相応しい内容となった今大会で、トーマス・
オルドラティは土曜日に3位、日曜日には現在絶好調のミカ・アオラを抑
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初めての世界選手権エンデューロ挑戦ながら、タイムに余裕のある走りを見せた小池田猛
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えて見事優勝した。チームメイトのイバン・セルバンテスは初日4位、2日
目3位という結果。セルバンテスはマディコンディションの影響で2日目は
エンデューロテストをミス、しかしその後の挽回で3位に入賞、現在ラン
キングトップのミカ・アオラに21ポイント差のところまで迫っている。
　また、今回日本からKTMのサポートを受けてEWCに初参戦した小池
田猛も力強い走りを見せて、難しいコンディションのレースを両日とも15位
で完走。ファリオリも「日本のライダーのスキルは高い」とそのパフォーマ
ンスを賞賛した。

E1クラス
E1クラスでは、フランス出身のジョニー・オーベールがチャレンジングな走
りを見せて初日2位、2日目1位と完全復活の走りを見せた。イタリアグラ
ンプリでは体調不良で途中リタイアしていたが、このスロバキアグランプリ
ではそれを乗り越えての快走。そのオーベールをサポートしたエエロ・レメ
スも3位／2位と好成績でレースを終えた。また、ジュニアクラスとなるEJ
クラスにおいてもロレンツォ・サントリーノ、アンティ・ヘルステンが活躍。
KTMファクトリーチームはこの週末、トータルでのべ6人もが表彰台を占
める素晴らしい結果で大会を締めくくった。

E3クラス
ファビオ・ファリオリも「じつにタフな週末だった」と語るオールマディのス
ロバキアで土日ともに力強い走りを見せ、Day-1に2位、Day-2に優勝
と輝かしい走りを見せたのがデビッド・ナイトだ。シモーネ・アルベルゴー
ニもDay1は5位に終わったが、Day-2は3位に。これによってデビッド・
ナイトは強敵であるクリストフ・ナンボータンとのポイント差を拡大。後半
戦に向けてのスパートを切った。

小池田猛（KTM SAITAMA RACING）
「雨が降ったりやんだりの天気で、もの凄いマディで苦労しました。泥だら
けになってしまって、スタックせずに走って戻ってくるだけで一苦労という感
じです。タイムにはなんとか余裕はありました。10分くらいは余らせて走っ
てくることが出来たので。テスト区間も自分としてはかなり攻めてはいたの
ですが、なにしろどこもひどいコンディションなうえに、日本なら絶対にカッ
トするような急な上りなどもそのまま使用するので、走り切るだけで精一
杯だったというのが正直なところです。
　体力的にもきつかったですね。2日間とも1周34分のコースを4周するん
ですが、2日目はビリ争いの状況で、結局完走狙いになってしまいましたね。
正直、かなり凹んでます。
　今思うのは、日本と世界のレベルの違いの大きさです。今回、僕の前後
の３、４位にいるライダーとは大した差はありませんでしたが、それより上
のトップクラスになるとレベルが段違いです。大きく離れていてその差は歴
然としていますね。コースも本当にハンパじゃありません。
　KTMファリオリのサポートは完璧でした。毎ラップごとにマシンもキレ
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イにしてくれるし、今回ご協力いただいたKTM本社、KTM JAPAN、
そしてチーム・ファリオリには感謝しています。ありがとうございました」

世界選手権エンデューロ・スロバキアGP結果
E1 Day-1
1 クリストバル・ゲレロ（スペイン・ヤマハ）	 Cristobal Guerrero, Spain, Yamaha,
2. ジョニー・オーベール（フランス・ＫＴＭ）	 Johnny Aubert, France, KTM
3. エエロ・レメス（フィンランド・KTM）	 Eero Remes, Finland, KTM
4. アントワン・メオ（フランス・ハスクバーナ）	 Antoine Meo, France, Husqvarna,
5. ジュリアン・ガウズィエ（フランス・ホンダ）	 Julien Gauthier, France, Honda
 
E1 Day-2
1 ジョニー・オーベール（フランス・ＫＴＭ）	 Johnny Aubert, France, KTM
2. エエロ・レメス（フィンランド・KTM）	 Eero Remes, Finland, KTM
3. アントワン・メオ（フランス・ハスクバーナ）	 Antoine Meo, France, Husqvarna
4. マッティ・セイストラ（フランス・ハスクバーナ）	 Matti Seistola, Finland, Husqvarna
5. ジュリアン・ガウズィエ（フランス・ホンダ）	 Julien Gauthier, France, Honda

E2 Day-1
1. ミカ・アオラ（フィンランド・ホンダ）	 Mika Ahola, Finland, Honda
2. ロドリグ・タン（フランス・TM）	 Rodrig Thain, France, TM
3. トーマス・オルドラティ（イタリア・KTM）	 Thomas Oldrati, Italy, KTM
4. イバン・セルバンテス（スペイン・KTM）	 Ivan Cervantes, Spain, KTM
5. ファビアン・プラネ（フランス・シェルコ）	 Fabien Planet, France, Sherco
7. ピエール・アレクサンダー・レネ（フランス・KTM）	 Pierre Alexandre Renet, France, KTM
15. 小池田　猛（日本・KTM）	 Koikeda Takeshi, Japan, KTM

E2 Day-2
1. トーマス・オルドラティ（イタリア・KTM）	 Thomas Oldrati, Italy, KTM
2. ミカ・アオラ（フィンランド・ホンダ）	 Mika Ahola, Finland, Honda
3. イバン・セルバンテス（スペイン・KTM）	 Ivan Cervantes, Spain, KTM
4. ピエール・アレクサンダー・レネ（フランス・KTM）	 Pierre Alexandre Renet, France, KTM
5. ヨアキム・ユングレン（スウェーデン・フサベル）	 Joakim Ljunggren, Sweden, Husaberg
15. 小池田　猛（日本・KTM）	 Koikeda Takeshi, Japan, KTM

E3 Day-1
1 .クリストフ・ナンボータン（フランス・ガスガス）		 Christophe Nambotin, France, Gas-Gas
 2. デビット・ナイト（イギリス・KTM）		  David Knight, Britain, KTM
 3 .セバスチャン・ギューラメ（フランス・ハスクバーナ）	 Sebastien Guillaume, France, Husqvarna
 4 .バルトゥス・オブルッキ（ポーランド・ハスクバーナ）	 Bartosz Obluck, Poland, Husqvarna
 5 .シモーネ・アルベルゴーニ(イタリア・KTM）		  Simone Albergoni, Italy, KTM
 7 .マーカス・ケール（ドイツ・KTM）		  Marcus Kehr, Germany, KTM
 8 .アーロン・ベルナンデス（スペイン・KTM）		  Aaron Bernardez, Spain, KTM 

E3 Day-2
 1. デビット・ナイト（イギリス・KTM）		  David Knight, Britain, KTM
 2 .セバスチャン・ギューラメ（フランス・ハスクバーナ）	 Sebastien Guillaume, France, Husqvarna
 3 .シモーネ・アルベルゴーニ(イタリア・KTM）		  Simone Albergoni, Italy, KTM
 4 .クリストフ・ナンボータン（フランス・ガスガス）		 Christophe Nambotin, France, Gas-Gas
 5. マーカス・ケール（ドイツ・KTM）		  Marcus Kehr, Germany, KTM 
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このプレスリリースを掲載いただき、お客様からの問い合わせ先を記載する場合は
「KTM JAPAN 株式会社 TEL:03-3527-8885」と記載をお願いいたします。

この件に関するお問い合わせ
KTM JAPAN 株式会社　担当：セールス＆マーケティングディビジョン　上条美和
〒 153-0051　135-0063 東京都江東区有明 3-5-7 TOC 有明ウエストタワー 9F
103-3527-8885 503-3527-8890 HP:http://www.ktm-japan.co.jp/

小池田猛（こいけだ・たけし）
KTM450EXC

1977 年 10 月 29 日生まれ
2005 全日本 MX 250 シリーズチャンピ
オン／2009 JECナショナルクラスシリー
ズチャンピオン／2008、09 JNCCシリー
ズチャンピオン／AMA スーパークロス最
高位 14 位、AMA ナショナル 250cc ラ
ンキング 12 位
全日本モトクロスチャンピオンという輝
かしい経歴だけでなく、多数の AMA、
GNCC 経験ももつ「日本を代表する」ラ
イダーだ。全日本エンデューロ選手権で
も今季 4 戦中 3 戦で優勝


